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案 件 

災害備蓄品管理システムの導入について 

 
危機管理対策推進課 

 

１. 政策等の背景・目的及び効果 

 大規模災害時における、物資提供の迅速化と平時における備蓄物資の管理最適化に向け、

令和４年３月より公民連携による物資及び物流管理のシステム化についての実証実験に取

り組んできました。 

この度、市が保管する災害備蓄品について平時の更新作業を軽減し、災害時はリアルタ

イムでその配送状況を把握できる「災害備蓄品管理システム」を構築するため、その機能

等について報告するものです。 

 

２.内容 

以下の機能を満たすクラウド型の備蓄・物流管理システムを導入する。 

・バーコードをスマホのカメラで読み込むことで、備蓄倉庫内で物資台帳の更新が可能  

・台帳データはクラウドで管理、複数ユーザーによる同時入力が可能  

・配送指示書の作成と各避難所への到達状況の管理（ステータス管理）が可能 

これらにより、平時に加え大規模災害時における物資の管理・発送体制の充実を図る。 
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３.スケジュール等 

   

４.総合計画における根拠・位置付け 

総合計画 基本目標  安全で、利便性の高いまち 

施策目標１ 災害に対する備えができているまち 

施策目標２ 災害時に、迅速・的確に対応できるまち 

 

５．関係法令・条例等 

 災害対策基本法、枚方市地域防災計画 

 

６．事業費・財源及びコスト 

《事業費・財源》   967 千円 【令和６年度当初予算】 

支出内訳 委託料（備蓄品管理システム導入）： 967千円（一般財源：967千円） 

                        ※次年度以降は、約 300千円となる見込み。 

令和６年（2024年） 

 ２月 

 ４月 

 ５月 

令和 7年（2025年） 

 １月 

 

総務委員協議会への報告 

契約手続き 

システム導入（環境構築）完了 

 

災害対策本部訓練での運用 



機能１ バーコードによる搬出入開発
画面

消費期限の管理
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機能２ データはクラウドで管理開発
画面

東京都、大阪の２か所のサーバーでデータを保存（冗長化）

複数ログイン

可能
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１ 機能3 配送のステータスを管理開発
画面
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１ 2023 総合防災訓練で実証実験訓練
利用

配送伝票のQRコードを読み込むことで、配達状況のステータスを管理
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